
  「進路学習報告会」 

進路学習報告会担当  清水野 朱 
 今年度初めての取り組みとして、中学部３年生による「進路学習報告会」を実施しました。１０月に

行われた職場体験実習の報告や実習先で行った作業、日頃行っている清掃などを披露しました。今回は

実際に報告会で行った作業内容を二つ紹介します。①「封入」…箸とおしぼりを袋に入れて箸セットを

作る作業です。生徒はおしぼりを入れる向きや裏表を確認しながら、丁寧に作業に取り組みました。②

「テーブル拭き」…正しい布巾の持ち方で、ガイド線に沿ってテーブルを拭きます。これは中学部１年

生の時から繰り返し練習を重ねてきました。どちらの作業も「できました。」「よろしくお願いしま

す。」などの報告や挨拶をしながら取り組みました。初めての行事でしたが、生徒 

はこれまで取り組んできたことに自信をもって、堂々と発表することができました。 

また、当日は多くの保護者の皆様に御参観いただきました。保護者の皆様に温かい 

雰囲気で御参観していただいたことで、生徒は安心して報告会に臨むことができま 

した。たくさんの応援を本当にありがとうございました。 
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    「 目の前の壁を、どうしますか？ 」 校長 伴 比佐志  

３学期の登校日が、４０日を切りました。令和７年度の学校生活の終わりが近づいています。 

小学部１～５年生と中学部１・２年生は進級に向けて、小学部６年生・中学部３年生は卒業と

進学に向けて、区切りの時を迎えようとしています。 

今月末には、最後の個別面談があります。この１年間の学習の成果と力をつけたことを御家庭

と学校とで情報を共有し、次年度に向けた目標を話し合えるとうれしく思います。 

目標を達成するには、児童・生徒は様々な困難にぶつかることがあります。これは、学校生活

に限ったことではなく、私たち大人であっても同様のことと思います。 

この困難を、人はよく「壁」にたとえます。皆様は、この目の前の壁を、どうしますか？ 

「どうして、こんな壁が自分の前に現れたのだろう？」・「なんで自分ばかり、壁に突き当たる

のだろう？」・「仕事でもプライベートでも、あちこちに壁がある・・・辛いな、逃げたいな」等

と、思うことがあるでしょう。 

私は、「壁」をいろいろな方向から見ることに、壁に向かう方法があると考えるようにしていま

す。壁は、「登る」・「（乗り）越える」・「横に避ける」・「下がって道を変える」という方法で、ク

リアできます。 

さらに、「壁を見ない」はいかがでしょうか？例えば、「周りの人は、私をどう見てるのかな？」

を、「私は、周りの人の目をなぜ気にしてるのかな？」と考える方法は、「壁を見ない」という選

択肢になると思います。 

 こうして、目の前の壁をクリアできた時に、「自分の成長が感じられる」のです。「新しい自分

になるために、壁が現れた」・「人の前には、超えられる壁しか現れない」と捉えられるのです。 

 「成長のために、見方を味方にする。」こんな考え方があっても、よいのではないでしょうか？ 

 周りの大人の様々な見方が、子どもの目の前にある、壁のクリアのヒントになると思います。 

令和８年２月２日 

杉並区立済美養護学校 

校長 伴 比佐志 

 

中学部３年生 封入の様子 



 

おやじの会 

エイブル FC 

おやじの会 


